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はじめに 

■計画策定の背景と目的 

  とくしま動物園は、徳島市総合動植物公園の中核的施設として、平成１０年４月、徳島町から 

現在地に移転し、開園した。 

  その後、平成１４年にとくしま植物園、平成１６年にエントランスゾーン、平成１８年秋には 

林間体験ゾーンが整備され、方上町と渋野町にまたがる広大な丘陵地に徳島市総合動植物公園が 

全面開園した。 

この間、セイロンゾウのマリーやマサイキリンのイッペイなど、数々の人気動物を輩出し、来

園者に夢と感動を提供するとともに、教育、レクリエーション、研究、自然保護の場としてもそ

の役割を果たしてきた。 

しかしながら、開園後１６年が経過し、施設の老朽化や展示動物の高齢化が進み、また、少子 

高齢化などの影響もあり、近年の入園者数は、伸び悩んでいる状況である。 

  とくしま動物園は、これまで施設の補修や動物の補充などを適宜行い、来園者の確保に努め 

てきたが、今後長きにわたり魅力ある動物園であり続けるためには、長期的視野に立ち、将来 

を見据えた管理運営が必要となってきている。 

このため、１０年間を計画期間と定め、その間における動物園の方向性を示す「とくしま動物

園管理運営計画」を策定し、これに沿って今後の管理運営を行っていこうとするものである。 
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１. とくしま動物園の概要 

１-１ とくしま動物園の概要 
 とくしま動物園は、昭和 32 年 11 月 1 日に徳島市内の中心地に開設された徳島市立動物園が老朽

化されたことに伴い、徳島市の南部、方上町及び渋野町にまたがる丘陵地帯に新たに建設された総

合動植物公園のメイン施設として、平成 10 年 4 月 29 日に開園した。平成 14 年 4 月には、動物園

に隣接するとくしま植物園が開園し、その後、エントランスゾーン・林間体験ゾーンの整備を行い、

平成 18 年 10 月総合動植物公園としての整備が完了した。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 徳島市総合動植物公園位置図 

 開   園 ：平成 10年 4月 29日 

 面   積 ：151,900 ㎡ 

 飼育動物数 ：75種 387点（平成 26年度） 

 職 員 数 ：22 人（平成 26年度） 

 開 園 時 間 ：午前 9時 30分～午後 4時 30分（入園は午後 4時まで） 

 休 園 日 ：毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日） 

        年 末 年 始（12月 29日～31日、1月 1日） 

 入 園 料 ：大人 510円（中学生以下は無料） 

   年間パスポート 1,020円で 1年間入園可能 

   団体割引 有料入園者 30人以上，1人 410円 

 駐 車 料 金 ：普通車 310円 大型車 1,290円 二輪車無料 
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１-２ 施設概要 
１-２-１ 動物園施設 

 とくしま動物園の施設は、温帯区、熱帯区、サバンナ区、寒帯区、こども動物園に区分された 20

以上の獣舎施設の他、レストラン、売店などの便益施設、ピクニック広場などの休憩施設がある。 

 施設の多くは、平成 10 年前後に建築されており、全体的に老朽化している状況にある。 

 

表 動物獣舎施設一覧 

NO 施設名 構造 建築面積 建築日 備考 

1 フライングケージ S 1,256.00 ㎡ 平成 10 年 3 月  

2 シカ舎 W 264.18 ㎡ 平成 8 年 10 月  

3 温帯プロムナード RC 302.52 ㎡ 平成 8 年 10 月  

4 クマ舎 RC 223.04 ㎡ 平成 8 年 10 月  

5 モンキープロムナード S 788.78 ㎡ 平成 8 年 10 月  

6 タイガープロムナード RC 391.04 ㎡ 平成 8 年 11 月  

7 ゾウ舎 RC 1,136.97 ㎡ 平成 9 年 3 月  

8 レイヨウ舎 W 485.26 ㎡ 平成 9 年 11 月  

9 キリン舎 W 259.20 ㎡ 平成 9 年 11 月  

10 サバンナ － 2,627.00 ㎡ 平成 9 年 11 月  

11 フラミンゴ舎 W 241.48 ㎡ 平成 10 年 11 月  

12 ライオン舎 RC 523.69 ㎡ 平成 9 年 11 月  

13 ミーアキャット舎 RC 85.34 ㎡ 平成 9 年 11 月  

14 オオカミ舎 W 133.27 ㎡ 平成 10 年 3 月  

15 ホッキョクグマ舎 RC 335.67 ㎡ 平成 10 年 3 月  

16 トナカイ舎 W 201.70 ㎡ 平成 10 年 3 月  

17 コンドル舎 S 117.90 ㎡ 平成 10 年 3 月  

18 家畜舎 W 363.96 ㎡ 平成 11 年 2 月  

19 ラマ・ラクダ舎 W 176.18 ㎡ 平成 11 年 2 月  

20 鳥舎 W 46.45 ㎡ 平成 11 年 2 月  

21 ペンギン舎 RC 123.77 ㎡ 平成 11 年 2 月  

22 プレーリードッグ舎 RC 34.19 ㎡ 平成 11 年 2 月  

23 リスザル舎 S 264.93 ㎡ 平成 11 年 2 月  

24 保護動物舎 S 20.00 ㎡ 平成 23 年 3 月  

    

 

 

 

 

 

 

ＳＲＣ：鉄筋鉄骨コンクリート造 

ＲＣ：鉄筋コンクリート造 

  Ｓ：鉄骨造 

  Ｗ：木造 
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表 動物園便益・休憩施設等一覧 

NO 施設名 構造 建築面積 建築日 備考 

1 管理事務所 S 527.84 ㎡ 平成 8 年 11 月  

2 トイレ S 43.74 ㎡ 平成 8 年 11 月  

3 売店 S 69.30 ㎡ 平成 8 年 11 月  

4 レストラン W 184.68 ㎡ 平成 10 年 12 月  

5 サバンナハウス RC・S 159.70 ㎡ 平成 9 年 10 月  

6 トイレ（レストラン横） RC 74.01 ㎡ 平成 10 年 3 月  

7 トイレ（こども動物園） SRC 59.48 ㎡ 平成 11 年 3 月  

8 動物園センター S 328.83 ㎡ 平成 10 年 2 月  

9 動物病院 RC 186.12 ㎡ 平成 11 年 3 月  

10 調理飼料倉庫 S 204.29 ㎡ 平成 10 年 3 月  

11 植栽管理事務所 S 91.42 ㎡ 平成 11 年 3 月  

12 西門売札 W － 平成 14 年 3 月  

13 エントランスシェルター W 72.89 ㎡ 平成 10 年 3 月  

14 ピクニック広場シェルター W 17.67 ㎡ 平成 10 年 3 月  

15 寒帯側ﾋﾟｸﾆｯｸ広場ｼｪﾙﾀｰ S 82.80 ㎡ 平成 10 年 3 月  

16 八角テントシェルター W 72.34 ㎡ 平成 10 年 3 月  

17 バス待合シェルター S 25.20 ㎡ 平成 10 年 3 月  

18 ゾウパドック前パーゴラ W 32.40 ㎡ 平成 10 年 3 月  

19 ﾗｲｵﾝﾊﾟﾄﾞｯｸ前パーゴラ W 17.28 ㎡ 平成 10 年 3 月  

20 ﾄﾅｶｲﾊﾟﾄﾞｯｸ前パーゴラ W 24.00 ㎡ 平成 10 年 3 月  

21 コンドル休憩所 S 223.50 ㎡ 平成 20 年 11 月  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＲＣ：鉄筋鉄骨コンクリート造 

ＲＣ：鉄筋コンクリート造 

  Ｓ：鉄骨造 

  Ｗ：木造 

動物園センター コンドル休憩所 
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１-２-２ 飼育動物 

 とくしま動物園の飼育動物は、平成 26 年 1 月現在で 75 種 387 点となっている。 

 

表 飼育動物一覧表（1／2） 

網 目 動物名 数 ♂ ♀ 不明 

哺
乳 

霊長 エリマキキツネザル 5 2 3  

シシオザル 4 2 1 1 

チンパンジー 2 1 1  

ドグエラヒヒ 2 1 1  

ニホンザル 7 2 5  

ブタオザル 3 1 2  

マントヒヒ 3 1 2  

リスザル 49 26 22 1 

ワオキツネザル 15 4 8 3 

偶蹄目 トナカイ 1  1  

ニホンカモシカ 1 1   

ニホンジカ 1 1   

ヒツジ 3 2 1  

マサイキリン 1 1   

ミニブタ 2 1 1  

ヤクシマヤギ 2  2  

ラマ 3 1 2  

食肉 エゾヒグマ 2 1 1  

コツメカワウソ 2 1 1  

シベリアオオカミ 1 1   

サーバルキャット 1  1  

ピューマ 3 2 1  

ベンガルトラ 1 1   

ホンドタヌキ 2  2  

ミーアキャット 21   21 

ライオン 1 1   

レッサーパンダ 4 1 2 1 

奇蹄 キソウマ 1 1   

シェットランドポニー 7 4 3  

チャップマンシマウマ 3 1 2  

長鼻 セイロンゾウ 1  1  

齧歯 カピバラ 10 2 3 5 

モルモット 25 7 18  

ｳｻｷﾞ ウサギ 6 3 3  

貧歯 フタユビナマケモノ 1  1  
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表 飼育動物一覧表（2／2） 

網 目 動物名 数 ♂ ♀ 不明  

鳥 

ツル カンムリヅル 5   5 

ホオジロカンムリヅル 4 2 1 1 

ﾌﾗﾐﾝｺﾞ チリーフラミンゴ 21 5 6 10 

ヨーロッパフラミンゴ 3 1 2  

ｺｳﾉﾄﾘ アフリカクロトキ 2   2 

アフリカハゲコウ 2   2 

ショウジョウトキ 13 4 2 7 

ガン 

カモ 

コガモ 1  1  

ガチョウ 3 1 1 1 

キバシガモ 1   1 

コブガモ 1  1  

ツメバガン 1 1   

バリケン 2  2  

リュウキュウコガモ 2 1 1  

カルガモ 7 2 2 3 

オシドリ 2 1 1  

ﾀﾞﾁｮｳ ダチョウ 1 1   

ﾍﾟﾝｷﾞﾝ フンボルトペンギン 8 3 5  

キジ キンケイ 9 4 5  

ケニアカンムリホロホロチョウ 8   8 

ﾁﾄﾞﾘ クロエリセイタカシギ 10 2 1 7 

タカ アスデスコンドル 6 3 3  

ﾍﾟﾘｶﾝ モモイロペリカン 1 1   

スズメ コウラウン 1 1   

セイキテリムク 2   2 

ツキノワテリムクドリ 14   14 

ハタオリドリ 2 2   

オウム キバタン 1   1 

コガネメキシコインコ 2 1 1  

ゴシキセイガイインコ 11   11 

ショウジョウインコ 4  1 3 

タイハクオウム 2 2   

コザクラインコ 1   1 

オカメインコ 3 1 2  

爬

虫 

亀 インドホシガメ 26 15 8 3 

ワニ ニシアフリカコガタクロコダイル 2 1 1  

メガネカイマン 1 1   

有鱗 コモンイグアナ 3 2 1  

ボールパイソン 2 1 1  

両生 ｻﾝｼｮｳｳｵ オオサンショウウオ 1   1 
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２. 現況把握 

２-１ とくしま動物園の周辺状況 
（１）自然・立地環境 

・とくしま動物園は、徳島市の南部、方上町及び渋野町にまたがる丘陵地帯に位置している。 

・とくしま動物園は、徳島市中心部より約 10km 離れた位置にある。とくしま動物園へのル

ートとして、JR 徳島駅からの路線バスや自動車によるアクセスとなる。自動車の場合、徳

島自動車道徳島 IC 及び神戸淡路鳴門自動車道鳴門 IC があり、四国内や関西方面からのア

クセスが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）周辺施設状況 

・とくしま動物園と隣接して、「とくしま植物園」「とくしまﾌｧﾐﾘｰﾗﾝﾄﾞ」が併設されている。 

・とくしま動物園周辺は、日本一低い山「弁天山」、徳島県文化の森総合公園などの観光地や

観光施設がある。また、中心部に眉山ﾛｰﾌﾟｳｪｲ、阿波踊り会館などがある。 
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２-２ とくしま動物園の状況 
２-２-１ 施設及び組織体制 

（１）施設規模 

・とくしま動物園は、方上町及び渋野町にまたがる丘陵地帯に整備された敷地面積 15.2ha の

動物園である。民間を除く地方公共団体が運営する動物園規模の平均 23.9ha を下回ってい

る。 

 

 

（２）園内施設 

・とくしま動物園内は、温帯区、熱帯区、サバンナ区、寒帯区、こども動物園に区分された

20 以上の獣舎施設の他、レストラン、売店などの便益施設、ピクニック広場などの休憩施

設がある。 

・施設の多くは、平成 10 年前後に作られたものであり、全体的に老朽化している状況にある。 

・とくしま動物園は、獣舎(寝室、産室)の規模が小さいことから複数頭の動物が飼育できず、

動物の繁殖が困難な状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 とくしま動物園施設配置図 
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（３）施設動線 

・とくしま動物園は、ピクニック広場を中心としてその周りに施設が配置され、園内は一方

向の順路に沿って見学できる動線となっていることから入園者が集中した時など混雑した

状況が発生している。 

・動線が限られていることから入園者の好みに応じた多様な見学ルートが設定できない状況

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 とくしま動物園施設動線図 

 

（４）組織体制 

・とくしま動物園の維持管理に関わる職員数は、事務関係の職員 4 人、動物関係の職員 18 人

の計 22 人構成となっている。また、売改札、清掃については、外部委託となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

フライングケ

ージ 

温帯ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ 

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ 

ﾀｲｶﾞｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ 
ｻﾊﾞﾝﾅ 

こども動物園 

ﾋﾟｸﾆｯｸ広場 

ﾋﾟｸﾆｯｸ広場 

とくしま動物園の維持管理に関わる職員数 

事務関係    4 人 

動物関係   18 人 

合   計  22 人 

※外部委託 清掃、売改札 
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（５）飼育動物 

・とくしま動物園は、平成 23 年度 80 種 361 点の動物を飼育している。 

・飼育動物の種数は、全国平均 110.1 種を下回り、65 施設中 37 番目の規模となっている。

飼育動物の点数は、全国平均 1,106.7 点を下回り、65 施設中 47 番目の規模となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 飼育動物種数（平成 23年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 飼育動物点数（平成 23年度） 

出典：平成 23 年度日本動物園水族館年報 

出典：平成 23 年度日本動物園水族館年報 
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（６）飼育動物数の推移 

・とくしま動物園の飼育動物数は、開園当初の 64 種 404 点から増加し、平成 13 年の 95 種

618 点をピークに減少している。平成 25 年は、78 種 380 点となり、点数ではピーク時の

約 6 割と減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     ※飼育動物数は、各年 4 月 1 日現在のものを示す。 

図 飼育動物数の推移 

 

（７）飼育動物種数・点数と職員数の関係 

・飼育動物種数あたりの職員数は、0.3 人と全国平均 0.4 人を下回り、64 施設中 19 番目と効

率的な体制となっていることが伺える。 

・飼育動物 100 点あたりの職員数は、5.5 人と全国平均 8.2 人を下回り、64 施設中 31 番目と

効率的な体制となっていることが伺える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 飼育動物種数あたりの職員数（平成 23年度） 

出典：平成 23 年度日本動物園水族館年報 
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図 飼育動物 100点あたりの職員数（平成 23年度） 

 

 

２-２-２ 入園者状況 

（１）入園者数 

・平成 23 年度のとくしま動物園年間入園者数は 219 千人で、地方公共団体が運営する動物園

年間入園者数平均 442.4 千人を下回り、62 施設中 41 番目の年間入園者数となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 地方公共団体が運営する動物園年間入園者数（平成 23年度） 
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市
動
植
物
園

鹿
児
島
市
平
川
動
物
公
園

千
葉
市
動
物
公
園

沖
縄

こ
ど
も
未
来

ゾ
ー

ン

愛
媛
県
立

と

べ
動
物
園

江
戸
川
区
自
然
動
物
園

広
島
市
安
佐
動
物
公
園

仙
台
市
八
木
山
動
物
公
園

姫
路
市
立
動
物
園

淡
路

フ

ァ
ー

ム
パ
ー
ク

イ

ン
グ

ラ

ン
ド
の
丘

福
山
市
立
動
物
園

日
立
市

か
み
ね
動
物
園

浜
松
市
動
物
園

到
津

の
森
公
園

五
月
山
動
物
園

い
し
か
わ
動
物
園

宮
崎
市

フ

ェ
ニ
ッ
ク

ス
自
然
動
物
園

横
浜
市
立
金
沢
動
物
園

周
南
市
徳
山
動
物
園

秋
田
市
大
森
山
動
物
園

富
山
市

フ

ァ
ミ
リ
ー

パ
ー
ク

岡
崎
市
東
公
園
動
物
園

三
島
市
立
公
園
楽
寿
園

桐
生

が
岡
動
物
園

長
野
市
茶
臼
山
動
物
園

市
川
市
動
植
物
園

と
く

し
ま
動
物
園

小
諸
市
動
物
園

川
崎
市
夢
見

ケ
崎
動
物
公
園

西
海
国
立
公
園

 
九
十
九
島
動
植
物
園

大
牟
田
市
動
物
園

大
宮
公
園
小
動
物
園

狭
山
市
立
智
光
山
公
園

こ
ど
も
動
物
園

お
び

ひ
ろ
動
物
園

盛
岡
市
動
物
公
園

わ

ん
ぱ
ー
く

こ
う
ち

ア

ニ
マ
ル
ラ

ン
ド

鯖
江
市
西
山
動
物
園

高
知
県
立

の

い
ち
動
物
公
園

足
立
区
生
物
園

須
坂
市
動
物
園

釧
路
市
動
物
園

甲
府
市
遊
亀
公
園
附
属
動
物
園

高
岡
古
城
公
園
動
物
園

財
団
法
人
久
留
米
市
鳥
類

セ

ン
タ
ー

飯
田
市
立
動
物
園

和
歌
山
公
園
動
物
園

東
京
都
立
大
島
公
園

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

（千人）

442.4
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（２）入園者数の推移 

・とくしま動物園の年間入園者数は開園当初の約 46.6 万人をピークに減少し、平成 14 年度

以降では、約 20～23 万人と横ばい傾向にある。 

・平成 21 年度は、高速「休日上限千円」の影響もあり、入園者数が増加している。 

・平成 25 年度は約 23.9 万人と平成 21 年度を除くと平成 14 年度以降では、最も多い入園者

数となっている。 

・入園者数の内訳を見ると、大人、こども共に同傾向で推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 とくしま動物園入園者数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年間入園者数 10～30万人の動物園を抽出 

出典：平成 19～23 年度日本動物園水族館年報 

図 他動物園との入園者数推移比較 
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（３）月別入園者数 

・月別の入園者数推移を見ると、春秋の 5 月、10 月にピークを向かえ、夏の 6～8 月、冬の

12～2 月に減少している。平成 21 年度は、高速「休日上限千円」の影響もあり、8～9 月

の入園者数が多く、年間入園者数も他年度に比べ一番多い年度となっている。 

・他動物園と比較すると、秋田市大森山動物園、富山市ファミリーパークのように 8 月にも

ピークを向かえるケースが見受けられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 とくしま動物園月別入園者数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：平成 23 年度日本動物園水族館年報 

図 他動物園との月別入園者数比較 
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（４）駐車場利用台数 

・駐車場利用台数は、大半が小型車で占められている。駐車場台数の推移は、入園者数と同

傾向で平成 12 年度以降は、6 万台前後でほぼ横ばいに推移している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 駐車場利用台数 

 

（５）地域別台数 

・駐車場を利用する車の地域割合は、約 60％強が徳島と最も多く、次いで、約 20％弱が香川、

約 5％が兵庫となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 駐車場利用車の地域別割合 
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２-２-３ 活動状況 

（１）動物展示施設 

・とくしま動物園は、モンキープロムナードやタイガープロムナードなどのように同類の動

物を並べて展示する「分類学的展示」を主としている。 

・また、サバンナのようにキリンやシマウマ、鳥類など同一のパドックで混合展示している

「地理学的展示」が一部ある。 

・近年は、カワウソ舎やペンギン舎のように「平面展示」から 3 次元の「立体展示」とした

整備がされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類学的展示施設（モンキープロムナード） 地理学展示施設（サバンナ） 

立体展示施設（カワウソ舎） 立体展示施設（ペンギン舎） 



 

17 

（２）サービス活動 

・とくしま動物園では、動物とのふれあいや餌やりなどの週イベント（10 プログラム）、期

間を定めたイベント（12 プログラム）を実施している。 

■毎週開催しているイベント 

イベント名 開催日 開催時間 参加人数等 内容 

ふれあいコー
ナー 

平日 13:30～14:30 

制限なし 
モルモットやヒツジとのふれあ
い 土・日・祝 

11:00～12:00 

13:30～14:30 

チャレンジザ・
キーパー 

土・日・祝 10:30～ 
15 人程度 

抽選 

獣舎探検やエサやりなど動物園
の飼育員に挑戦 

すいすいタイム 土・日・祝 10:30～ － 
カワウソが活きたドジョウと追
いかけっこ 

ヒグマのエサ
やり 

土・日・祝 13:00～ 
30 人程度 

先着順 

エゾヒグマとエサのキャッチボ
ール 

ヒツジ・ヤギの
エサやり 

土・日・祝 13:00～ － 
ふれあいコーナーのヤギ・ヒツ
ジにエサやり 

ポニーの乗馬
体験 

土・日・祝 13:30～ 
小学生 15 人 

抽選 
ポニーの乗馬体験 

ゾウのエサやり 日・祝 14:00～ 
100 人程度 

先着順 
ゾウのエサやり、記念撮影 

ホッキョクグマ
に氷のﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 

土・日・祝 

5～9 月 
14:30～ － 

エサを氷に閉じ込めてホッキョ
クグマにプレゼント 

寒帯裏側見て
み隊 

祝日 15:00～ 
5 組程度 

抽選 

ホッキョクグマやオオカミの寝
室見学、トナカイのエサやり 

ペンギンの解説 土・日・祝 15:30～ － 
飼育員がペンギンの解説とエサ
やり 

  

■期間限定イベント 

イベント名 開催日 参加資格 内容 

ＧＷｲﾍﾞﾝﾄ GW 期間 制限なし  

とくしま動物園
写生大会 

5/20～6/10 
保育所（園）児 

幼稚園児、小・中学生 

入選以上の作品を動物ｾﾝﾀｰに約 1ヶ月間
展示 

動物愛護に関す
る標語募集 

7/1～7/31 制限なし 動物愛護に関する標語を募集 

サマースクール 

7 月下旬～ 

8 月上旬の
日曜日 

小学 4～6 年生の児童
とその保護者 

エサを作ったり、動物の寝室のお掃除を
したり、飼育の体験学習 

動物愛護のつど
い 

9/23 制限なし 
動物クイズラリーや動物に関する相談
など様々なイベントを開催 

夜の動物園 
9 月～10 月
頃 

制限なし 
昼間と違った野生に近い動物たちの姿
を見学 

どうぶつえんの
長寿祝い 

9 月 

(敬老の日) 
制限なし 

学芸員の解説で長寿動物の獣舎を見学
したり、動物クイズで知識を深める 

とくしま動物園
写真コンテスト 

10/1 ～
10/31 

制限なし 特選、準特選は、動物センターに展示 

どうぶつえんの
クリスマス 

12/23 制限なし 
先着200名の子供達にプレゼントの配布 

ｻﾝﾀｸﾛｰｽの衣裳で来園した方は入園無料 

干支の引継式 1/2 制限なし 
前年から当年の干支の引継式 

先着 200 名の子供にお年玉ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾄ 

とくしま動物園
粘土細工コンテ
スト 

2/11 
保育所（園）児 

幼稚園児、小・中学生 
園内の動物を粘土で作成し、コンテスト 

どうぶつえんの
ひなまつり 

3 月 

第一日曜日 
制限なし 先着 200 名の子供にプレゼントを配布 
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２-２-４ 収支状況 

（１）収支構成 

・とくしま動物園の収入は、入園料や駐車料などで約 3 割となり、純行政コストが約 7 割と

なっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 とくしま動物園収支構成（平成 25年度） 

 

 

（２）収入の推移 

・収入の推移は、開園当初の約 1 億 7 千 2 百万円から減少し、平成 16 年度では約 8 千 5 百

万円と半分弱になっている。以降は、ほぼ横ばい傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 収入の推移 
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施設使用料
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支出：３０４．３百万円 － 収入：８２．７百万円 ＝ 純行政コスト：２２１．６百万円

27.2%

72.8%

人件費
　　　　１４１．５百万円

施設管理費
　　　　１６２．９百万円

入園料
　　　　８２．７百万円

差引：純行政コスト
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（３）支出の推移 

・経常経費は、減少傾向にある。 

・内訳では、管理費、委託費はほぼ横ばい、人件費は減少傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 経常経費の推移 

 

（４）動物の導入状況 

・動物の導入は、購入や寄贈を中心としているが、平成 23 年度以降は、ブリーディングロー

ン※による取り組みが進められている。 

※ブリーディングローンとは、希少な動物は、個人や動物園・水族館の持ち物ではなく、世界共通の財
産であるという考えに基づき、動物園や水族館同士で動物の貸し借りを行うなど協力して種の保存を
実行していく制度。 

 

表 動物の導入方法一覧（1/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

160 158 150 155 157 142

125 122 124 125 122 133
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23 32
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0

50
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200

250

300

350

400

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度

（百万円）

その他

委託費

管理費

人件費

331
369

350

308 305
327

購入 寄贈
ブリーディング

ローン 交換 その他

平成20年度 ナマケモノ 2 ○

ショウジョウトキ 3 ○

クロトキ 3 ○

リュウキュウガモ 2 ○

トナカイ 1 ○

平成21年度 チンパンジー 1 ○

ピューマ 2 ○

木曽馬 1 ○

ポニー 4 ○

ミーアキャット 4 ○

グリーンイグアナ 3 ○

コツメカワウソ 1 ○

チリフラミンゴ 10 ○

アフリカハゲコウ 2 ○

導入の方法
年度 動物名 備考頭数
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表 動物の導入方法一覧（2/2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

購入 寄贈
ブリーディング

ローン 交換 その他

平成22年度 サーバルキャット 2 ○

平成23年度 レッサーパンダ 1 ○

プレーリードック 1 ○

平成24年度 レッサーパンダ 1 ○

プレーリードック 1 ○

白オカメインコ 2 ○

黒オカメインコ 2 ○

オシドリ 2 ○

カルガモ 4 ○

カピバラ 1 ○

平成25年度 ライオン 1 ○

カモシカ 1 ○

ホッキョクグマ 1 ○ 2年預託・無償

導入の方法
年度 動物名 備考頭数

カピパラ サーバルキャット 

チリフラミンゴ ミーアキャット 
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３. 動物園実態調査 

３-１ 動物園の定義 
３-１-１ 博物館法から見た動物園の定義 

 日本は、欧米諸国と異なり、動物園に関する法律は存在しない。動物園は、生きた動物を展示し

ていることから博物館に置き換え、博物館法から見た動物園の定義について、整理した。 

 博物館法では、第二条で以下の定義がされている。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 第二条の定義を見ると、「歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関する資料を収集し、保管（育

成を含む）」とされており、動物園、植物園、水族館も対象にしている。 

 また、「展示して教育的配慮の下に一般公衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーシ

ョン等に資するために必要な事業を行い」とされており、教養の向上のみならず利用者のレクリエ

ーション及び単なる資料の収集展示にとどまらす調査研究機能が必要となっている。 

 

３-１-２ 動物園の社会的役割 

 博物館法から見ると動物園は、「生きた動物を展示する博物館」として位置づけられる。 

 動物園の役割として、博物館法の定義を整理すると「自然保護の場」「教育の場」「調査・研究の

場」「レクリエーションの場」の４つの役割が考えられる。 

 また、日本動物園水族館協会（ＪＡＺＡ）では、「種の保存」「教育・環境教育」「調査・研究」「レ

クリエーション」と４つの目的を掲げている。 

 このことから動物園は、「保存・保護」「教育」「調査・研究」「レクリエーション」の４つの社会

的役割を担っているものと判断される。 

   

  

 

 

 

 

博物館法  

（定義） 

第二条 この法律において「博物館」とは、歴史、芸術、民俗、産業、自然科学等に関す

る資料を収集し、保管（育成を含む。以下同じ。）し、展示して教育的配慮の下に一般公

衆の利用に供し、その教養、調査研究、レクリエーション等に資するために必要な事業を

行い、あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機関（社会教育法 

による公民館及び図書館法 （昭和二十五年法律第百十八号）による図書館を除く。）のう

ち、地方公共団体、一般社団法人若しくは一般財団法人、宗教法人又は政令で定めるその

他の法人（独立行政法人（独立行政法人通則法 （平成十一年法律第百三号）第二条第一

項 に規定する独立行政法人をいう。第二十九条において同じ。）を除く。）が設置するも

ので次章の規定による登録を受けたものをいう。  
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３-２ 他事例調査 
 動物園実態調査として、日本国内の代表的な動物園「旭山動物園」「恩賜上野動物園」「よこはま

動物園」「東山動物園」「安佐動物園」「とべ動物園」の計 6 動物園の事例を収集整理した。 

 事例を見ると、どの動物園も新たな展示方法として、旭山動物園や恩賜上野動物園は「行動展示」、

よこはま動物園は「生息環境堤展示」、東山動物園や安佐動物園、とべ動物園は、檻や柵などを使

わない展示などに取り組んでいる。特に、旭山動物園は、「行動展示」から「混合展示」へとさら

に進んだ取り組みをしている。 

 また、イベントにも工夫をしており、旭山動物園では「行動展示」を活かした「夜の動物園」や

恩賜上野動物園やよこはま動物園では「ガイドツアー」などが実施されている。 

 

■旭山動物園 

名 称 旭山動物園 

所 在 地 北海道旭川市 

面 積 15.2ｈａ 

職 員 数 29 人 

飼育動物 125 種・701 点 

入園者数 1,723,649 人 

特 徴 

・1967 年開園の日本最北の動物園。飼育動物 140 種、720 匹の約半数が北方圏

の動物である。動物の持つ能力、特性を見せる「行動展示」の成功で全国有

数の動物園に。2008 年 6 月オープンの「オオカミの森」など新施設も次々導

入されている。 

・旭山動物園においては「混合展示」という、複数の動物を混合させて同じ場

所で飼育するという試みも行っている。現在はゴマフアザラシとウミネコ・

オオセグロカモメ、ジェフロイクモザルとカピバラの混合展示を行っている。 

・旭山動物園では、「夜の動物園」で露店のようなお店も出しているので、園内

がお祭りムード的な内容になっており、子供が楽しめるイベントのひとつと

なっている。 

 

※面積、職員数、飼育動物、入園者数は、平成 23年度「日本動物園水族館年報」より記載 
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■恩賜上野動物園 

名 称 恩賜上野動物園 

所 在 地 東京都台東区 

面 積 14.2ｈａ 

職 員 数 132 人 

飼育動物 470 種・2,928 点 

入園者数 4,707,261 人 

特 徴 

・上野動物園は、東京の都心部にありながら、自然とその景観を維持している

都市型の動物園となる。 

・開園は 1882 年と日本で最も長い歴史を持ち、スマトラトラやニシローラン

ドゴリラといった希少動物の飼育でも全国的に有名である。入園者数は年間

300 万人以上である。 

・園内は動物園通りを挟んで「ゾウのすむ森」、「クマたちの丘」、「ゴリラ・ト

ラの住む森」などがある東園と、「子ども動物園」や「両生は虫類館」などが

ある西園に分かれている。 

・1990 年以降は「ゴリラ・トラのすむ森」など自然の状況に近い飼育環境への

取り組みが行われている。近年オオアリクイなどの「行動展示」にも積極的

である。 

・曜日により様々な動物を取りあげるスポットガイド、動物解説員によるガイ

ドツアーなどのサービスが行われている。 
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■よこはま動物園 

名 称 よこはま動物園 

所 在 地 神奈川県横浜市 

面 積 40.7ｈａ 

職 員 数 78人 

飼育動物 86種・493点 

入園者数 959,231人 

特 徴 

・「生命の共生・自然との調和」をテーマに、生態的展示としての「生息環境展示」

を目指して建設された。動物を世界の気候・地域別の７つのゾーン（アジアの

熱帯林、亜寒帯の森、オセアニアの草原、中央アジアの高地、日本の山里、ア

マゾンの密林、アフリカの熱帯雨林）に分けた展示が特徴である。各ゾーンは、

動物、植物、人の文化を織り交ぜながら、世界の環境を演出し、地域特有の雰

囲気を体感できる。 

・動物はオカピやインドライオンほか 70種、400匹。2007年にはアカカワイノシ

シ展示場などが加わり、総面積は約 40万平方メートルになった。日本の動物園

では珍しい、日本列島の動物を展示している「日本の里山」と呼ばれる展示ゾ

ーンがある。 

・イベントは、楽しく動物たちのことを"見て、知って、学んで"もらえる「ガイ

ドツアー」「飼育係のとっておきタイム」「ズーラシアワークショップ」や、オ

カピなどの人気動物をモチーフにしたオリジナルキャラクター「ズーラシアン

ブラス」の金管五重奏など様々なものを行っている。夏休みシーズンには、夜

の動物の生態が見学できるイベントを開催している。 
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■東山動物園 

名 称 東山動物園 

所 在 地 愛知県名古屋市 

面 積 59.5ｈａ 

職 員 数 65人 

飼育動物 513種・14,393点 

入園者数 2,685,736人 

特 徴 

・約 60万平方メートルの土地に動物園、植物園、遊園地、スカイタワーを併設し

ている。動物園は、1937年に開園。その歴史の中でも特に第二次世界大戦下に

ゾウ 2 頭を守り抜いた話が有名である。現在、コアラからメダカまで約 550 種

の動物を飼育、展示している。 

・動物園と植物園の展示を融合し、従来の「見るだけ」から「体験・体感する」

展示として「環境行動を促すメッセージを発信する」ことを目指している。 

・再生プランと題して順次リニューアルが進められており、動物たちをより身近

に感じられる展示法を導入している。 

・「ワ～オチューブ」はライオンをガラス越しにすぐ間近で見られる展示である。

かつてはお堀越しに遠巻きにしか見られなかったライオンを、目と鼻の先で見

られるようになっている。 

・「カンガルー広場」は、カンガルーの運動場をウオークスルーでき、昼寝好きの

カンガルーをすぐそばで見ることができる。 

・「チンパンジータワー」は、サル研究の権威である京都大学霊長類研究所の協力

で作られたもので、高さ 11ｍのタワーが 3基立ち並び、樹上で暮らすチンパン

ジーの活動空間を再現。チンパンジー本来の生活や行動ぶりを見ることができ

る。 

・毎月、第 1 日曜日から第 4 日曜日に「動物におやつをあげよう」や、毎週日曜

日と祝日に「は虫類のタッチング」を実施しており大変人気がある。 
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■安佐動物園 

名 称 安佐動物公園 

所 在 地 広島県広島市 

面 積 25.5ｈａ 

職 員 数 63人 

飼育動物 174種・3,154点 

入園者数 463,682人 

特 徴 

・1971年設立。広島北部に 160種、1700匹の動物を飼育している。動物をできる

限り自然の生態で展示する無柵放養式を取り入れ、動物を地域別に区分した地

理学的展示を基本としている。 

・全ての動物が「全速力で走れ安全に止まれる」ことを新しい目標に機会あるご

とに改善を進めている。当初から広い敷地を生かした約 7000 平方メートルのサ

バンナ平原ではキリン、ダチョウ、シマウマが走る姿を見ることができる。現

代の基準では狭いと考えられる動物施設に対して、とりあえず種類を減らして

でも広い空間をあてがうようにしている。オランウータンの展示を止めてチン

パンジーが 2個分の空間を利用できるようにするなどの工夫をしている。 

・動物が望んで観客の近くにやってきて姿や生態を見せてくれる。そんな驚きと

親しみのある展示を目指している。もとより柵やおりを少なくして、観客と動

物の間を空堀で仕切ることで目線をさえぎらない一体感のある展示をしてい

る。観客は野生の生息地にいるような感覚を持つことができる。一方で動物が

堀を飛び越えてこないように安全距離をとり、動物を少し遠くに見ることにな

ることから強化ガラスなど最新の素材を使い間近に動物を見られるように工夫

している。ライオンをガラス越しに見る観察スポット「レオガラス」では、間

近にライオンをみることができるようになっただけでなく、空掘に橋を架けて

ライオンが寄ってこられるようにすることにより、ライオンの生活空間を広げ

ることができている。 

・広い放養場の中に同一種の動物を群れで飼育し、繁殖に必要な条件を整えて、

動物の親子が愛情こまやかに生活している姿を来園者が見られるように配慮し

ている。 

・荒谷山の山麓に広がる林

の中に立地する動物園

で、権現山を背景にヒヒ

山を作るなど自然の姿を

できるだけ取り入れて、

四季の移り変わりを肌で

感じ取られるように工夫

している。特別天然記念

物オオサンショウウオは

1979 年に世界で初めて

繁殖に成功している。 
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■とべ動物園 

名 称 とべ動物園 

所 在 地 愛媛県伊予郡 

面 積 17.4ｈａ 

職 員 数 75人 

飼育動物 165種・803点 

入園者数 520,073人 

特 徴 

・1953年設立の道後動物園を前身として 1988年に砥部に開園。現在 180種、1000

匹の動物が飼育されている。1999年生まれのホッキョクグマ、ピースは国内初

の人工哺育で育っている。2008年になって新しいピース舎、ヒョウ舎、オラウ

ータン舎が完成している。 

・西日本屈指の規模を誇るとべ動物園には、約 180 種 1,000 頭もの動物が生息地

や種類ごとに 10のゾーンに分かれ展示されている。園内は自然の地形を利用し

てつくられていて、柵や檻をできるだけ使わない、段差や堀を利用した立体感

のあるパノラマ展示が特徴で、自然に近い動物たちの姿を見ることができる。

また、誘導に従って園内を回れば、動物の国世界一周ができる。 

・各ゾーンに観察のポイントを記した案内板や学習のための解説パネルなどがあ

り、わかりやすく楽しく観る工夫がされている。 

・「サルを見たい人」にとって全国有数の動物園であり、約 200種と言われる霊長

類の仲間のうち、30種もが展示されている。図鑑やテレビで見られるたいてい

のサルはここでお目にかかることができる。その多くは「モンキータウン」と

呼ばれるエリアに集められており、簡単に一覧することができる。 

・ちいさな動物たちと触れ合う「なかよし広場」をはじめ、動物たちとふれあう

様々なイベントもある。 
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４. 市民意識の把握 

４-１ 市民意識調査の概要 
（１）調査目的 

 徳島市民を対象に、とくしま動物園の利用実態、交通手段、満足度など市民意見を把握し、とく

しま動物園の方針や施策検討の基礎資料とすることを目的とする。 

  

（２）調査概要 

 とくしま動物園利用者アンケート調査概要を以下に示す。 

 

表 アンケート調査概要 

項目 概要 

調査対象 徳島市民（中学生以上を対象に無作為抽出） 

配布数 2,000 票（郵送配布・郵送回収） 

調査期間 平成 25 年 10 月 12 日～平成 25 年 10 月 28 日 

調査内容 ①回答者の属性（年齢・性別・職業） 

②とくしま動物園への来園状況（来園回数、来園者構成、交通手段、目的など） 

③とくしま動物園の満足度（展示方法、好きな動物、良かった施設など） 

 

４-２ 調査結果 
４-２-１ アンケート調査票の回収状況 

（１）回収状況 

とくしま動物園市民アンケート調査の回収状況は、2,000 票配布し、569 票回収（回収率 28.5％）

した。 

表 アンケート調査票の回収状況 

配布数 回収数 回収率 有効回答数 有効回答率 

2,000 570 28.5％ 569 28.5％ 

 

（２）標本誤差 

 標本誤差は以下の式により算出される。 

 標本誤差の幅は、①サンプル数（ｎ）、②回答比率（Ｐ）により、異なる。 

 

           
            Ｎ－ｎ   Ｐ（100－Ｐ） 
     ε ＝ Ｋ      × 
            Ｎ－１      ｎ 
 

    ε ： 標本誤差 

    Ｎ ： 母集団の大きさ＝257,831（住民基本台帳 H25.10時点の徳島市人口） 

    ｎ ： サンプル数＝569（有効回答数） 

    Ｐ ： 回答比率 

    Ｋ ： 信頼係数（信頼度）＝1.960（95％） 
        ※信頼度 95％は、100回同じ調査を実施したときに、概ね 95 回まではこの精度が得られ

ることを示す。 
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本調査の標本誤差は、下表に示すとおりである。 

 

表 アンケート調査の標本誤差 

サンプル

数 

回答比率 

10％又は

90％ 

20％又は

80％ 

30％又は

70％ 

40％又は

60％ 

50％ 

569 ±2.46％ ±3.28％ ±3.76％ ±4.02％ ±4.10％ 

※表の見方：ある設問の回答者数が 569 人であり、その設問中のある選択肢の回答比率が 50％

であった場合、その回答比率の誤差の範囲は、最高でも±4.10％（45.90％～54.10％）である

と見ることができる。 

 

４-２-２ 調査結果 

Ｑ１．性別／年齢 

・性別は、「男性」44.8％、「女性」54.8％となっている。 

・年齢は、「20～29 歳」が 11.4％とやや少ないが、各年齢ともに約 15％と大きな偏りは見ら

れない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２．職業（学校） 

・職業は、「会社員」が 38.3％と最も多く、次いで「無職」16.5％、「主婦」6.9％の順であっ

た。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男性
44.8%女性

54.8%

無回答
0.4%

N=569

10～19歳
14.9%

20～29歳
11.4%

30～39歳
17.8%

40～49歳
15.8%

50～59歳
14.9%

60～69歳
14.8%

70～79歳
0.0%

80～89歳
0.0%

90歳以上
0.2%

無回答
10.2%

N=569

中学生
6.0%

高校生（高

専生含む）
6.3%

大学生
3.2%

専門学校生
0.7%

会社員
38.3%

自営業
0.0%

主婦
6.9%

無職
16.5%

その他
9.1%

無回答
13.0%

N=569
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Ｑ３．来園状況（今まで／ここ 1年以内） 

・今までの来園回数は、「3～5 回」が 26.2％と最も多く、次いで、「10 回以上」が 14.6％、

「6～9 回」が 13.5％の順となっている。「2 回以上の方」が約 7 割とリピーターが多い状

況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ４－１／４－２．来園時の構成 

・来園時の構成は、「家族」が 60.6％と大半を占めている。次いで、「知人・友人」が 7.9％、

「学校行事」が 4.0％の順となっている。 

・性別年齢別の構成は、「30～40 歳代」で「小学生未満～小学生」の家族連れが多い状況に

ある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

0回
17.4%

1回
7.4%

2回
9.8%

3～5回
26.2%

6～9回
13.5%

10回以上
14.6%

20回以上
5.3%

30回以上
2.5%

無回答
3.3%

N=569

【今までの

来園回数】

一人
0.5%

友人・知人
7.9%

カップル
3.0%

夫婦
2.6%

家族
60.6%

学校行事
4.0%

地域の団体
0.2%

職場の団体
1.1%

その他
0.0%

無回答
20.0%

N=569
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Ｑ５．主な交通手段 

・主な交通手段は、「自家用車」が 72.2％と大半を占めている。 

・その他、「貸切バス」が 3.3％、「路線バス」が 2.8％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

125

126

19

11

3

44

142

108

51

39

16

 0  50  100  150  200

小学生未満

小学生

中学生

高校生

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(人)【男性】

N=387

103

119

31

10

4

65

196

111

45

61

16

 0  50  100  150  200

小学生未満

小学生

中学生

高校生

18～19歳

20歳代

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳以上

(人)【女性】

N=413

自家用車
72.2%

路線バス
2.8%

貸し切りバ

ス
3.3%

電車
0.0%

バイク
0.2%

自転車
1.6%

タクシー
0.2%

徒歩
0.0%

その他
0.4%

無回答
19.3%

N=569
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Ｑ６．来園時間／退園時間／滞在時間 

・来園時間は「10 時～11 時まで」の時間帯、退園時間は「14 時～15 時まで」の時間帯が多

い。 

・滞在時間は、「4 時間～5 時間」が 126 件と最も多く、次いで「2 時間～3 時間」が 113 件、

「3 時間～4 時間」が 111 件の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

13

0

113

111

126

56

12

 0  50  100  150  200

1時間以内

1時間～2時間

2時間～3時間

3時間～4時間

4時間～5時間

5時間～6時間

6時間以上

(件)【滞在時間】

N=431

25

169

118

19

85

20

3

0

 0  50  100  150  200

9:30

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

(件)【来園時間】

N=439

0

0

2

33

50

106

152

88

 0  50  100  150  200

9:30

10:00

11:00

12:00

13:00

14:00

15:00

16:00

(件)【退園時間】

N=431
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Ｑ７．情報入手方法 

・情報入手方法は、「新聞記事」が 211 件と最も多く、次いで、「テレビ」159 件、「広報とく

しま」144 件の順になっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ８．来園目的 

・来園目的は、「レジャー」が 214 件と最も多く、次いで、「動物が好き」が 203 件、「動物

の観察」が 137 件の順となっている。 

・「イベント参加」が 51 件とイベント目的に来園する方は少ない状況にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

203

137

21

214

51

49

 0  50  100  150  200  250

動物が好き

動物の観察

趣味（写真・絵画等）

レジャー

イベント参加

その他

(件)

N=458

211

159

144

93

63

58

47

40

26

9

19

 0  50  100  150  200  250

新聞記事

テレビ

広報とくしま

口コミ

インターネット

ホームページ

ポスター

雑誌・情報誌

観光マップ

ラジオ

その他

(件)

N=454
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Ｑ９－１／９－２．園内の順路表示板 

・園路の順路表示は、「分かりやすかった」が 60.3％と大半を占めている。 

・「やや分かりにくかった」「分かりにくかった」は合わせて約 2 割弱で、「案内板が少ない」

「見えにくい」など案内版に対する理由が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１０．とくしま動物園の中で好きな動物 

・とくしま動物園で好きな動物は、「サバンナ」が 171 件と最も多く、次いで「ゾウ」が 136

件、「ペンギン」が 114 件、「レッサーパンダ」が 111 件の順であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ｻﾊﾞﾝﾅ」＝ｷﾘﾝ・ｼﾏｳﾏ・ｶﾋﾟﾊﾞﾗ・ﾍﾟﾘｶﾝ・ｶﾝﾑﾘﾂﾞﾙ・ﾎｵｼﾞﾛｶﾝﾑﾘﾂﾞﾙ・ﾊﾞﾘｹﾝ・ｷﾊﾞｼｶﾞﾓ・ﾀﾞﾁｮｳ等 

「ﾌﾗｲﾝｸﾞｹｰｼﾞ」＝ｶﾝﾑﾘﾂﾞﾙ・ﾎｵｼﾞﾛｶﾝﾑﾘﾂﾞﾙ・ｼｮｳｼﾞｮｳﾄｷ・ｷﾝｹｲ・ｶﾙｶﾞﾓ・ｵｼﾄﾞﾘ・ﾎﾛﾎﾛﾁｮｳ・ｺｳﾗｳﾝ等 

「保護動物舎」＝ﾄﾋﾞ・ﾌｸﾛｳ・ﾁｮｳｹﾞﾝﾎﾞｳ 

171
136

114
111

99
90

85
84

39
39

32
23
23

20
19
18
18
18

15
14
14

11
11

8
8
7
7
6

4
4
3
3
3
2
2
2
2
1
1
1
1

 0  50  100  150  200

ｻﾊﾞﾝﾅ
ｿﾞｳ

ﾍﾟﾝｷﾞﾝ
ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ

ﾗｲｵﾝ
ﾎｯｷｮｸｸﾞﾏ

ﾄﾗ
ﾐｰｱｷｬｯﾄ

ｶﾜｳｿ
ﾘｽｻﾞﾙ

ﾁﾝﾊﾟﾝｼﾞｰ
ｵｵｶﾐ
ｳｻｷﾞ

ﾌﾗｲﾝｸﾞｹｰｼﾞ
ﾋｸﾞﾏ

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ
ﾋﾟｭｰﾏ
ﾌﾗﾐﾝｺﾞ
ﾓﾙﾓｯﾄ
ｺﾝﾄﾞﾙ
ﾐﾆﾌﾞﾀ

保護動物舎
ﾎﾟﾆｰ
ﾏﾝﾄﾋﾋ

ｻｰﾊﾞﾙｷｬｯﾄ
ｼｶ
ﾜﾆ

ﾅﾏｹﾓﾉ
ﾜｵｷﾂﾈｻﾞﾙ

ﾗﾏ
ﾀﾇｷ
ﾋﾂｼﾞ

ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ
ｲｸﾞｱﾅ
ﾄﾅｶｲ
ﾔｷﾞ

ｵｶﾒｲﾝｺ
ｴﾘﾏｷｷﾂﾈｻﾞﾙ

ﾎｼｶﾒ
ﾀｲﾊｸｵｳﾑ

ｺｶﾞﾈﾒｷｼｺｲﾝｺ

(件)

N=376

分かりやす

かった
60.3%

やや分かり

にくかった
15.1%

分かりにく

かった
2.6%

無回答
22.0%

N=569
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Ｑ１１．いたら嬉しい動物 

・とくしま動物園にいたら嬉しい動物は、「パンダ」が 196 件と突出して多く、次いで「コア

ラ」が 90 件、「カバ」が 50 件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他の意見 

◆４件 

アリクイ／カピバラ／ハリネズミ／フクロウ／リス／ワニ／ワラビー 

◆３件 

カモノハシ／キツネ／クロヒョウ／サル／ジャイアントパンダ／タカ／ハシビロコウ／ペンギン／ホワイトライ
オン／レッサーパンダ 

◆２件 

アナコンダ／イリオモテヤマネコ／ウグイス／オオカミ／オカピ／オタリア／カワウソ／クジラ／ゴマフアザラ
シ／コモドドラゴン／シャチ／ジンベエザメ／スローロリス／チータ／テナガザル／ハイエナ／バク／ブタ／モ
モンガ／鷹 

◆１件 

アオダイショウ／アフリカゾウ／アメリカバイソン／アルマジロ／イノブタ／イリエワニ／インコ／ウォンバッ
ト／ウサギ／ウシ／オオアナコンダ／オオサンショウウオ／カエル／カメ／キタキツネ／クマ／クリハシオオハ
シ／コウテイペンギン／コウモリ／コグマ／コビトカバ／コモニマーモセット／サソリ／ジェンツーペンギン／
シマリス／ジュゴン／シロサイ／セイウチ／ゾウアザラ／ゾウガメ／ソマリライオン／ダチョウ／タランチュラ
／ツキノワグマ／トカゲ／トキ／トナカイ／トンビ／ナイルワニ／ニシキヘビ／ネズミ／ハムスター／ビーバー
／ピグミーマーモセット／ビスカッチャ／ビルビー／フラミンゴ／マンドリル／マンボウ／ミーアキャット／ミ
ミズク／モグラ／ヤドカリ／ヤンバルクイナ／ユキヒョウ／ラーテル／ライダー／リクガメ／リャマ／ワオキツ
ネザル／魚／水牛／絶滅危惧種 

 

 

196

90

50

34

28

24

24

19

17

17

16

16

16

13

13

11

10

9

9

8

7

7

7

7

6

6

6

5

5

5

 0  50  100  150  200

パンダ

コアラ

カバ

ホワイトタイガー

ホッキョクグマ

アルパカ

カンガルー

サイ

イルカ

ゴリラ

キリン

ゾウ

犬

ヘビ

ラッコ

ライオン

オランウータン

クジャク

チーター

ラクダ

アザラシ

アシカ

ヒョウ

猫

オットセイ

トラ

プレーリードッグ

アライグマ

ヒヨコ

馬

(件)

N=342
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Ｑ１２．よかったと思った動物舎 

・よかったと思った動物舎は、「サバンナ」が 134 件と突出して多く、次いで「フライングケ

ージ」56 件、「ゾウ」49 件の順となっている。 

・よかった理由は、「動物が近い」が 284 件と最も多く、次いで「動物の動きがよい」が 203

件、「その動物が好き」が 177 件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

134
56

49
44

42
41

34
32

30
25
25

19
19
18

14
8
7
6
6
6

4
4
4

2
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1
1

 0  50  100  150

ｻﾊﾞﾝﾅ
ﾌﾗｲﾝｸﾞｹｰｼﾞ

ｿﾞｳ
ﾍﾟﾝｷﾞﾝ

ﾎｯｷｮｸｸﾞﾏ
ﾐｰｱｷｬｯﾄ

ｶﾜｳｿ
ﾘｽｻﾞﾙ

ﾄﾗ
ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ

ﾗｲｵﾝ
ﾁﾝﾊﾟﾝｼﾞｰ
ﾓﾙﾓｯﾄ
ｳｻｷﾞ
ｼｶ

保護動物舎
ｶﾓｼｶ
ﾀﾇｷ
ﾋｸﾞﾏ
ﾎﾟﾆｰ

ﾆﾎﾝｻﾞﾙ
ﾜｵｷﾂﾈｻﾞﾙ

ﾋﾟｭｰﾏ
ﾏﾝﾄﾋﾋ

ｻｰﾊﾞﾙｷｬｯﾄ
ﾌﾗﾐﾝｺﾞ
ｵｵｶﾐ
ｺﾝﾄﾞﾙ
ﾐﾆﾌﾞﾀ
ﾔｷﾞ

ｼｼｵｻﾞﾙ
ｴﾘﾏｷｷﾂﾈｻﾞﾙ

ﾜﾆ
ｲｸﾞｱﾅ
ﾅﾏｹﾓﾉ
ﾄﾅｶｲ
ﾋﾂｼﾞ

(件)【よかった動物舎】

N=358

284

203

151

106

177

27

34

 0  100  200  300

動物が近い

動物の動きがよい

展示の方法がよい

ふれあいがある

その動物が好き

説明板が良い

その他

(件)【よかった理由】

N=382
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Ｑ１３．よくないと思った動物舎 

・よくないと思った動物舎は、「ライオン」が 45 件と最も多く、次いで「トラ」が 35 件、フ

ライングケージ」が 32 件となっている。 

・よくないと思った理由は、「動物が遠い」が 114 件と最も多く、次いで「動物の動きが悪い」

が 96 件、「その動物が嫌い」が 57 件となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

114

96

49

18

57

3

99

 0  100  200  300

動物が遠い

動物の動きが悪い

展示の方法が悪い

ふれあいができない

その動物が嫌い

説明板が悪い

その他

(件)【よくないと思った理由】

N=233

45
35

32
25

17
15
14

12
12

10
10
10
10

8
8
8
7
7
6
5
5
4
4
4
4
4
4
4
3
3
2
2
2
2
2
2
1
1
1
1
1
1

 0  50  100  150

ﾗｲｵﾝ
ﾄﾗ

ﾌﾗｲﾝｸﾞｹｰｼﾞ
ｻﾊﾞﾝﾅ
ﾋｸﾞﾏ
ｿﾞｳ

ﾁﾝﾊﾟﾝｼﾞｰ
ﾜﾆ

ｵｵｶﾐ
ｼｶ

ﾚｯｻｰﾊﾟﾝﾀﾞ
ﾆﾎﾝｻﾞﾙ

ﾎｯｷｮｸｸﾞﾏ
ﾏﾝﾄﾋﾋ

保護動物舎
ｺﾝﾄﾞﾙ
ｶﾜｳｿ
ﾘｽｻﾞﾙ
ﾍﾟﾝｷﾞﾝ
ﾎｼｶﾒ
ﾌﾗﾐﾝｺﾞ
ｶﾓｼｶ
ﾋﾟｭｰﾏ
ｲｸﾞｱﾅ
ﾅﾏｹﾓﾉ
ﾄﾅｶｲ
ﾐﾆﾌﾞﾀ

ｵｵｻﾝｼｮｳｳｵ
ﾗﾏ

ｵｶﾒｲﾝｺ
ﾜｵｷﾂﾈｻﾞﾙ
ﾄﾞｸﾞｴﾗﾋﾋ

ｳｻｷﾞ
ﾋﾂｼﾞ
ﾔｷﾞ
ﾎﾟﾆｰ
ﾀﾇｷ

ｼｼｵｻﾞﾙ
ﾐｰｱｷｬｯﾄ
ﾓﾙﾓｯﾄ

ﾀｲﾊｸｵｳﾑ
ｼｮｳｼﾞｮｳｲﾝｺ

(件)【よくないと思った動物舎】

N=224
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Ｑ１４．あったらよいと思う動物舎 

・あったらいいなと思う動物舎は、「サル山」が 28.8％と最も多く、次いで「動物舎」が 25.8％、

「触れ合い・体験」が 18.8％、「展示方法」が 14.8％の順であった。 

・「動物舎」は、「サファリパークのような放し飼いの施設」「動物がたくさんいる施設」など

の意見が多かった。 

・「触れ合い・体験」では、「動物の赤ちゃんや小動物とふれあえる施設」「写真が撮れる施設」

などの意見が多かった。 

・「展示方法」では、「自然な放し飼いなど自然な姿で見られる施設」「ペンギンの散歩や泳ぐ

姿が見られる施設」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１５－１／１５－２．動物舎以外の施設の問題点／具体的な理由 

・動物舎以外の施設の問題点は、「休憩施設」が 27.1％と最も多く、次いで「トイレ」が 11.2％、

「駐車場」が 4.6％の順であった。 

・具体的な理由は、「休憩施設」は「ベンチの数が少ない」「レストランのメニューが少ない」、

「トイレ」は「数が少ない」「汚れている」、「駐車場」は「料金が高い」などの意見が多か

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

サル山
28.8%

動物舎
25.8%

触れ合い・

体験
18.8%

展示方法
14.8%

パンダ・コア

ラ
4.4%

エサやり
3.5%

その他
3.9%

N=220

休憩施設
27.1%

トイレ
11.2%

通路
1.8%駐車場

4.6%

その他
6.0%

無回答
49.4%

N=569
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Ｑ１５－３．あったらよいと思う施設・整備  

・あったらよいと思う施設・設備は、「カフェやレストランなどの飲食施設」「テーブルやベ

ンチなどの休憩施設」などの意見が多かった。 

 

 

Ｑ１６－１／１６－２．動物の展示方法 

・動物の展示方法は、「普通」が 36.9％で最も多く、次いで「良い」が 25.1％、「良くない」

が 5.4％の順であった。 

・「大変良い」「良い」は、全体の約 3 割弱を占める。 

・よくない理由は、「動物が遠い」「施設が狭い」「旭山動物園のような工夫が必要」などの意

見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１７－１／１７－２．職員の対応 

・職員の対応は、「普通」が 38.3％で最も多く、次いで「良い」が 26.2％、「大変良い」が 4.4％

の順であった。 

・「大変良い」「良い」は、全体の約 3 割を占める。 

・よくない理由は、「挨拶がない」「笑顔がない」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大変良い
3.3%

良い
25.1%

普通
36.9%

良くない
5.4%

非常に良く

ない
0.4%

無回答
28.8%

N=569

大変良い
4.4%

良い
26.2%

普通
38.3%

良くない
2.6%

非常に良く

ない
0.0%

無回答
28.5%

N=569
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Ｑ１８．とくしま動物園の好きなイベント 

・とくしま動物園の好きなイベントは、「夜の動物園」が 275 件と他イベントと比較し、突出

した多さとなっている。 

・次いで、「ゾウのえさやり」が 118 件、「モルモットとのふれあい」が 90 件、「ポニー乗馬

体験」が 67 件と動物とのふれあいに関するイベントに人気がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ１９．昼食について 

・昼食は、「園内レストラン使用」が 12.0％と入園者の 1 割程度しか利用していない状況と

なっている。 

・約 6 割の方は、「弁当を持参」（33.7％）、「来園前に済ます」（13.2％）、「退園後に行く」（9.1％）

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

275

118

90

67

39

38

28

28

25

17

17

16

13

13

10

6

6

4

3

1

 0  100  200  300

夜の動物園

ゾウのえさやり

モルモットとのふれあい

ポニーの乗馬体験

写生大会

ヤギ・ヒツジのふれあい

ヤギ・ヒツジのえさやり

ヒグマのエサやり

ペンギンの解説

恐竜展

干支の引継式

どうぶつえんのクリスマス

どうぶつえんの長寿祝い

写真コンテスト

動物愛護のつどい

チャレンジ・ザ・キーパー

サマースクール

粘土細工コンテスト

寒帯裏側見てみ隊

どうぶつえんのひなまつり

(件)

N=376

園内レストラ

ン使用
12.0%

弁当を持参
33.7%

遊園地の軽

食を食べる
3.3%

来園前に済

ます
13.2%

退園後に行

く
9.1%

その他
0.4%

無回答
28.3%

N=569
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Ｑ２０－１／２０－２．園内レストランの満足度（園内レストランを利用した方） 

・園内レストランの満足度は、「普通」が 45.6％で最も多く、次いで「不満」が 32.4％、「満

足」が 10.3％の順であった。 

・「非常に不満」（7.4％）「不満」（32.4％）と園内レストランを利用した方の約 4 割の方が不

満を持っている。 

・不満の理由は、「メニューの少なさ」「味」「清潔感、暗さなど施設」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２０－３．あったらよいと思うメニュー  

・あったらよいと思うメニューは、「ラーメン」「ハンバーガー」「パン」「コーヒー」など軽

食的なものや「動物園でしか味わえないオリジナルメニュー」などの意見が多かった。 

 

Ｑ２１－１／２１－２／２１－３．売店利用について 

・売店利用については、「売店を利用した人」が 29.5％、「利用しなかった人」が 43.8％と入

園者の約半数の方は利用していない状況にある。 

・売店を利用した人の満足度は、「普通」が 63.7％と大半を占め、次いで「満足」が 15.5％、

「不満」が 14.3％の順であった。 

・不満の理由は、「品揃え」「価格」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に満足
5.4%

満足
15.5%

普通
63.7%

不満
14.3%

非常に不満
0.6%

無回答
0.6%

N=168

非常に満足
4.4%

満足
10.3%

普通
45.6%

不満
32.4%

非常に不満
7.4%

無回答
0.0%

N=68

売店を利用

した
29.5%

売店を利用

しなかった
43.8%

無回答
26.7%

N=569
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Ｑ２１－４．売店にあったらよいと思うもの 

・売店にあったらよいと思うものは、「とくしま動物園限定のオリジナル商品」「ソフト、お

にぎり、サンドイッチなどコンビニエンスストア的な商品」などの意見が多かった。 

 

Ｑ２２－１／２２－２／２２－３．ファミリーランド（遊園地）について 

・ファミリーランド（遊園地）について、「行ったことがある」が 56.4％と半数以上を占めて

いた。 

・ファミリーランドの満足度は、「普通」が 54.5％と半数以上を占め、次いで「満足」が 22.4％、

「不満」が 15.0％の順であった。 

・不満の理由は、「乗り物の少なさや古さ」「値段が高い」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２２－４．あったらよいと思う乗り物や施設 

・あったらよいと思う乗り物や施設は、「ジェットコースター」「子供、カップル、大人が楽

しめる乗り物」などの意見が多かった。 

 

Ｑ２３．とくしま動物園の他に訪問する施設 

・とくしま動物の他に訪問する施設は、「大塚国際美術館」が 116 件、「ファミリーランド」

が 114 件、「とくしま植物園」「阿波おどり会館」が 106 件であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

非常に満足
3.7%

満足
22.4%

普通
54.5%

不満
15.0%

非常に不満
3.1%

無回答
1.2%

N=321

116

114

106

106

74

64

72

 0  50  100  150

大塚国際美術館

ファミリーランド

とくしま植物園

阿波おどり会館

博物館

徳島城博物館

その他

(件)

N=374

行ったことが

ある
56.4%行ったことが

ない
18.6%

無回答
25.0%

N=569
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Ｑ２４－１／２４－２．とくしま動物園の満足度 

・とくしま動物園の満足度は、「普通」が 40.9％で最も多く、次いで「満足」23.6％、「不満」

5.6％の順であった。 

・不満の理由は、「動物の数や種類」「目新しさ」などの意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２５.再来園意思 

・再来園意思は、「ぜひ行きたい」（7.9％）、「たまに行きたい」（23.6％）、「機会があれば行

きたい」（34.4％）と全体の約 6 割強の方が再来園意思を持っている。 

・「子どもが成長したために行く必要がない」（8.4％）、「行きたくない」（1.4％）と全体の約

1 割の方は再来園意思を持っていない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２６.その他、お気付きの点 

・その他意見では、「施設の場所に関すること」「動物に関すること」「売店やレストラン施設

に関すること」「イベントや広報に関すること」などの意見が多かった。 

 

  ・もう少し動物の種類が多い方がよい。 

  ・景観をよくしてほしい。動物の動きが見たい。 

  ・宣伝不足。イベントがあればチラシなどで知らせる。 

 

非常に満足
3.5%

満足
23.6%

普通
40.9%

不満
5.6%

非常に不満
0.2%

無回答
26.2%

N=569

ぜひ行きた

い
7.9%

たまに行き

たい
23.6%

機会があれ

ば行きたい
34.4%

子どもが成

長したため

行く必要が

ない
8.4%

行きたくない
1.4%

無回答
24.3%

N=569
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Ｑ２７．とくしま動物園を訪問したことがない理由 

・とくしま動物園を訪問したことがない理由は、「機会がなかった」が 80 件と最も多く、次

いで「興味がない」が 27 件、「交通が不便」が 26 件の順であった。 

・その他意見は、「子どもがいない」と言った意見が多かった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ２８．どのような動物園であれば行きたいと思うか 

・どのような動物園であれば行きたいと思うかは、様々な意見があったが、「動物の種類が多

い」、「大人も楽しめる」、「動物と触れ合える」動物園を望んでいる意見が多く、具体的に

は、次のような意見があった。 

 

  ・珍しい動物がいれば行きたい。例えば、ホワイトタイガー、パンダなど。 

  ・動物の種類が多く、いっぱい触れ合える動物園。 

  ・大人だけでも楽しめる動物園。 

  ・大人になってもまた行きたくなるような、デートやちょっとした休日にのんびり過ごせる 

場所になってほしい。 

  ・他の動物園にないような展示やイベント、動物がいる。 

   

 

 

 

 

 

 

80

27

26

9

6

5

2

21

 0  20  40  60  80  100

機会がなかった

興味がない

交通が不便

動物園があるのを知らなかった

動物が少ない

料金が高い

他の動物園に行く

その他

(件)

N=117
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５. とくしま動物園の問題点・課題 

 ２．現況把握、３．市民意識調査、４．市民意識調査の把握を踏まえ、とくしま動物園における

問題点及び課題を整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立地状況 

●徳島市内から離れており、路線バスや自動車で約 30～60 分要し、アクセス性が悪い。また、

周辺に観光施設もないため、徳島市民にとっては、わざわざ行く場所となっている。 

●隣接した「とくしま植物園」「とくしまファミリーランド」との連携が不十分である。 

施設/飼育動物状況 

●開園から 16 年が経過し、全体的に施設が老朽化している。 

●動線が一方向のみ順路となっており、混雑が発生したり、好みに応じた見学ルートが設定で

きない。 

●飼育動物は高齢化で減少傾向にある。 

入園者状況 

●平成 14 年以降、入園者数は、横ばい傾向であり、入園者の集客圏域も変わりがない。 

活動状況 

●展示施設自体が陳腐化しており、「分類学的展示」に変わる新たな展示方法が求められる。 

●週イベントや年間イベントが実施されているが、イベント自体が固定化している傾向にあ

る。 

収支状況 

●収入が 2 割強で行政コストが 8 割弱を占めており、コスト縮減と収入の確保が必要である。 

ニーズ 

●とくしま動物園へは、レジャーや動物好きの家族連れが半日を過ごすスタイルが多いが、ベ

ンチなどの休憩施設が不足していたり日陰が少ないため、来園者スタイルに応じた施設の改

善が求められる。また、園内レストランや売店などは、とくしま動物園ならではのオリジナ

ルメニューや商品の提供が求められる。 

●とくしま動物園へはリピーターが多いが、１年以内では来園者が減少傾向にあり、不満理由

に挙げられている「動物の種類が少ない」「目新しさがない」といったことを解消すること

が求められる。 

●動物を間近で自然な姿で観察でき、動物とのふれあいを求めている声が多く、展示方法やイ

ベント内容などの見直し・工夫が求められる。 
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６. 基本方針 

６-１ とくしま動物園の果たすべき役割 

 とくしま動物園は、自然や動物とのふれあいを通じて、徳島市民の「レクリエーションを創出す

る場」「環境教育の場」としての役割を担うものとなる。 

 また、動物園の使命ともなる「動物の種の保全」や「繁殖など地域の生物多様性の保全に貢献す

る場」としての役割を担うものとする。 

 

 

 

 

 

 

６-２ 基本理念 

 とくしま動物園は、「動物園」「植物園」「ファミリーランド」が一体となった徳島市総合公園の

一つであり、動物や自然環境のすばらしさを体験・学習してもらう施設となる。 

 また、徳島市民のレクリエーションや憩いの場として、多くの市民に愛され、魅力的な動物園で

ある必要がある。 

 そのため、徳島市民が身近で親しみを感じることができるように、こどもから大人まで楽しめる

動物園づくりが必要であると考える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６-３ 計画の目標 

 とくしま動物園の年間入園者数は、開園当初４６万人であったが、開園３年目以降は２０万人台

前半で推移している。今後、様々な取り組みにより２６万人を目標とする。 

また、展示動物については、四国内の動物園などを参考にし、８５種４５０点を目標とする。 

○自然や動物とのふれあいを通じて市民の多様なレクリエーションを創出する場 

○自然や動物を観察し、生物多様性をもつ自然への理解を深める環境教育の場 

○動物の種を保全し、飼育する動物の健全な繁殖を進め、地域の生物多様性の保全の貢

献する場 

 

～動物や自然を身近で感じ、ふれあい、学び、人との絆を深める動物園～ 

とくしま動物園は、総合動植物公園という位置づけにおいて、公園のなかに動物

園があるという当初のコンセプトを堅持しながら、自然が豊富で、こどもから大人

まで楽しめる（身近で親しみを感じることができる）動物園を目指していく 
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６-４ 基本方針 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※環境エンリッチメントとは、飼育動物の正常な行動の多様性を引き出し、異常行動を減らして、 

動物の福祉と健康を改善するために、飼育環境に対して行われる工夫。 

１．多様な世代が安全で安心して楽しむことができる動物園 

２．自然や動物とのふれあいを通じて学ぶことができる動物園 

３．健全な飼育・繁殖を進め、地域の生物多様性の保全に貢献する動物園 

こどもから大人、高齢者まで多様な世代が安全で安心して楽しむことができる魅力ある動物

園を目指す。また、「ファミリーランド」「植物園」と連携した様々な利用スタイルが選択で

き、楽しめる動物園を目指す。 

 

  

 

身近に自然や動物を感じ、ふれあいを通じて楽しみ、自然の大切さや命の大切さを学ぶこと

ができる動物園を目指す。 

  

 

徳島市における動物の種を保全する拠点として、飼育する動物の健全な繁殖を進め、地域の

生物多様性の保全に貢献する動物園を目指す。 

 

（１）老朽化施設の整備及び耐震化補強 

（２）売店・レストラン・休憩施設の充実化 

（３）「動物園」「ファミリーランド」「植物園」の連携強化 

（４）多様な世代等を対象にしたイベントの充実化 

（５）サポーター制度の充実化 

 

取り組み方策 

（１）園内ガイドの充実化 

（２）戦略的な広報活動の展開 

（３）動物を間近で観察できる展示方法の改善 

（４）動物への理解とルールを定めたふれあい体験の実施 

 

取り組み方策 

（１）ブリーディングローンによる繁殖の促進 

（２）環境エンリッチメント※の配慮した施設改修・設備の充実化 

 

取り組み方策 
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７. 今後の取り組み方策 

７-１ 具体的事業 
７-１-１ 多様な世代が楽しめ、様々な利用スタイルが選択できる動物園 

（１）老朽化施設の整備及び耐震化補強 

１）老朽化施設の整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）耐震化補強 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

老朽化が著しい施設については、早急な修繕を行うとともに、平成 24年度作成の長寿命化計

画に基づき、計画的に大規模修繕を実施し、リニューアル化を図るなど来園者が安全で安心

して楽しむことができる施設づくりを進める。 

 

●フライングケージ内のタワーは老朽化が著しく、来園者の安全性を脅かすため、早期に

全面リニューアルを実施する。 

●トナカイ舎、オオカミ舎は木造建築の老朽化が著しいため、全面リニューアルを実施す

る。 

●モンキープロムナードの檻は腐食が進行しており、年次計画のもとに順次全面錆止めを

行う。 

●フライングケージ、温帯プロムナード、タイガープロムナード、クマ舎、ゾウ舎、シロ

クマ舎、ペンギン舎のろ過設備は更新時期がきており、年次計画のもとに順次更新を行

う。 

 

取り組み内容 

木造建築物を中心とした施設の耐震化を検討する。 

表 木造建築施設一覧 

 施設名 建築面積 建築日 備考 

動
物
獣
舎
施
設 

シカ舎 264.18㎡ 平成 8年 10月  

レイヨウ舎 485.26㎡ 平成 9年 11月  

キリン舎 259.20㎡ 平成 9年 11月  

フラミンゴ舎 241.48㎡ 平成 10年 11 月  

オオカミ舎 133.27㎡ 平成 10年 3月  

トナカイ舎 201.70㎡ 平成 10年 3月  

家畜舎 363.96㎡ 平成 11年 2月  

ラマ・ラクダ舎 176.18㎡ 平成 11年 2月  

鳥舎 46.45㎡ 平成 11年 2月  

便
益
・
休
憩
施
設 

レストラン 184.68㎡ 平成 10年 12 月  

エントランスシェルター 72.89㎡ 平成 10年 3月  

ピクニック広場シェルター 17.67㎡ 平成 10年 3月  

八角テントシェルター 72.34㎡ 平成 10年 3月  

 

取り組み内容 
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（２）売店・レストラン・休憩施設の再整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

（３）「動物園」「ファミリーランド」「植物園」や周辺施設等との連携強化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）多様な世代を対象にしたイベントの充実化 

 

 

 

 

 

 

 

 

動物園の魅力を高め、こどもや大人、家族連れ、高齢者、女性など誰もが楽しんでくつろぐ

ことができるように、休憩施設やレストラン、売店の再整備を行う。 

 

●人気動物をあしらったグッズなどオリジナル商品やコンビニエンスストア的な商品の販

売など魅力と特色のある売店の演出を検討する。 

●来園者のニーズに応じた多様な飲食を提供できるフードコートやオリジナル商品の開発

など誰もが快適に利用できるレストランを演出を検討する。 

●レストランからサバンナエリアの動物が鑑賞でき、女性や大人も楽しめるようなオープ

ンカフェなどの整備を検討する。 

●快適な滞在ができるように、屋根付の休憩所や清潔なテーブル、ベンチなど休憩施設の

充実化を検討する。 

●木陰でくつろくごとができるように、ﾋﾟｸﾆｯｸ広場や芝生広場に植樹の整備を検討する。 

●エントランス広場の売店前に大屋根を新設し、ベンチを置いて来園者のくつろぎ空間の

提供を検討する。 

●温帯エリアから熱帯エリアにかけてトイレ整備を検討する。 

 

 

取り組み内容 

総合動植物公園として、動物と植物との一体的な組み合わせやレクリエーション施設となる

ファミリーランドとの連携など多様なスタイルが選択できるように連携強化を図る。また、

周辺施設や観光資源との連携強化を図る。 

●「動物園」「ファミリーランド」「植物園」と連携したイベントや滞在プランなどを検討

する。 

●「動物園」「ファミリーランド」をセットとした割引券などを検討する。 

●とくしま動物園と弁天山や渋野丸山古墳など周辺観光資源を活用した着地型旅行商品の

企画や検討を行う。 

取り組み内容 

親子、カップル、シニアなどターゲットを絞り、多様な世代を対象にしたイベント等を実施

する。また、既存イベントの充実化を図る。 

 

●入園者のニーズを把握するため、定期的に入園者アンケート調査を実施し、イベント等

の充実化を検討する。 

●夜の動物園やゾウのえさやりなど人気イベントについて、実施方法や期間など常に見直

しを行い、発展・充実化を検討する。 

取り組み内容 
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（５）サポーター制度の充実化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７-１-２ 自然や動物とのふれあいを通じて学ぶことができる動物園 

（１）園内ガイドの充実化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（２）戦略的な広報活動の展開 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現行制度を見直し、団体サポーター、個人サポーター、ジュニア―サポーターの活動機会の

場づくり、イベント企画や参加など動物園運営に参画できる取り組みなどサポーター制度の

充実化を図る。 

 

●市民がボランティアや地域活動の一環として、直接参加することができる取り組みを検

討する。 

●パンフレット、ホームページ、動物舎のネーミングライツ（命名権）などによる広告料

収入や市民・企業などからの寄付、動物園グッズの売上に応じたエサ代支援など多彩な

広告料及び寄付メニューを検討する。 

取り組み内容 

来園者の探究心や好奇心、向学心を満たし興味深い情報を提供するため、園内ガイドの充実

化を図る。 

●飼育員とサポーターとの連携による園内ガイドやバックヤードガイドなどを検討する。 

●学校や団体客向けの学習を兼ねた園内ガイドなどを検討する。 

●来園者が楽しくわかりやすく移動見学ができるように、園内マップや園内サインなどの

見直しを検討する。 

●園内テーマや歴代の園内動物の紹介など園内ガイドブックの作成を検討する。 

 

取り組み内容 

広く動物園を知ってもらい、来園していただくように、多様な媒体を活用し、動物園のイメ

ージアップに向けた戦略的な広報活動を実施する。 

●お得情報・おもしろ情報やイベント情報など情報提供するだけでなく、動物の動画や鳴

き声、飼育日誌（ブログ）など動物の魅力や興味を引く情報発信を検討する。 

●リピーター確保を目的としたパブリシティ活動※1 を強化し、マイ動物園としての意識を

高める取り組みを検討する。 

取り組み内容 

●ピクニック広場でのお祭りやコンドル休憩所での音楽コンサートなど動物園内を利用し

た市民協働によるイベント開催など市民参加型イベントの実施を検討する。 

●閑散期における入園者数の増加を図るため、閑散期限定のイベント等の実施を検討する。 
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（３）動物を間近で観察できる展示方法の改善 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）動物への理解とルールを定めたふれあい体験の実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７-１-３ 健全な飼育・繁殖を進め、地域の生物多様性の保全に貢献する動物園 

（１）ブリーディングローンによる繁殖の促進 

 

 

 

（２）環境エンリッチメントに配慮した施設改修・設備の充実化 

 

 

 

 

 

 

動物を間近で様々な角度から観察でき、動物園の魅力が高まるような展示方法の工夫・改善

を図る。 

●サバンナ区、トラ舎の動物が間近で鑑賞できるように、パドック内の観覧路整備を検討

する。 

●モンキープロムナードの動物が上からも観察できるように、二階建ての観覧路整備を検

討する。 

●モンキープロムナードのパドックを二つに区切り、パドック間が行き来できる通路整備

を検討する。 

 

取り組み内容 

動物とのふれあいを通じて学習することができる体験の場を提供する。 

●野生動物には安易に触れることがないように、動物への理解とルールを定めた家畜や愛

玩動物によるふれあい体験の促進を検討する。 

●動物とのふれあえる時間帯を増やし、より多くの入園者が動物とのふれあいが可能な施

設への取り組みを検討する。 

●動物園センターで骨や羽などの標本が触れる状態で展示し、体験しながら学習できる環

境整備を検討する。 

 

 

取り組み内容 

日本動物園水族館協会や他動物園との連携を強化し、ブリーディングローンによる繁殖を促

進する。 

動物福祉の立場から飼育動物が心身ともに健康に暮らせるような飼育環境を提供する。また、

動物治療の近代化を図る。 

●リスザルの凍傷などに対応するため、冬場対策としてリスザル舎の施設改修を検討する。 

 

 

取り組み内容 

●新聞や TVなどマスメディアの積極的な活用方策を検討する。 

●広報ツール、広報時期、アピール性の高い内容など戦略的な広報活動を検討する。 
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※1：パブリシティ活動とは、広告費用をあまりかけずに PR する活動。 

※2：移動式のスクイズケージとは、動物の治療時、動物を両側から挟み込み、動けなくする医療機器。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●防雨及び害獣対策としてプレーリードック舎の施設改修を検討する。 

●防雨対策としてミーアキャット舎の屋根新設を検討する。 

●ライオンパドックの一部を利用した寝室の増築を検討する。 

●ゾウの遊び場としてプールの新設を検討する。 

●サバンナ区のキリンの日よけ施設の整備を検討する。 

●害獣対策及び繁殖を目的としたフラミンゴ舎のネット新設を検討する。 

●獣医の効率的な治療を目指し、デジタルレントゲン、移動式のスクイズケージ※2 の導入

を検討する。 
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７-２ 年次計画 
 取り組み方策の全体スケジュールを以下に示す。 

表 年次計画一覧表 

方針 事業名 
短期 

( 2 7 ～ 2 9 年 ) 

中期 

( 3 0 ～ 3 2 年 ) 

長期 

( 3 3 ～ 3 6 年 ) 

多様な世代が

安全で安心し

て楽しむこと

ができる動物

園 

(1)老朽化施設の整備及び耐震化補強    

 ・年次計画による施設修繕・改築の実施    

 ・施設の耐震化補強の検討    

(2)売店・レストラン・休憩施設の充実化    

 ・売店、レストランの充実化の検討    

 ・休憩施設の充実化の検討    

( 3 ) 「 動 物 園 」 「 ﾌ ｧ ﾐ ﾘ ｰ ﾗ ﾝ ﾄ ﾞ」 「 植 物 園 」 の 連 携 強 化     

 ・イベント・滞在プラン・割引券等の検討    

(4)多様な世代等を対象としたイベントの充実化     

 ・既存イベントの充実化の検討    

 ・市民参加型・閑散期限定イベント等の充

実化の検討 

   

(5)サポーター制度の充実化    

 ・市民、ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ参加の取り組みの検討    

 ・広告料、寄付メニュー等の検討    

自然や動物と

のふれあいを

通じて学ぶこ

とができる動

物園 

(1)園内ガイドの充実化    

 ・園内ガイドの充実化の検討    

 ・園内マップ、サイン、ガイドブック等の

見直し、作成の検討 

   

(2)戦略的な広報活動の展開    

 ・戦略的な広報活動の検討    

 ・パブリシティ活動の検討    

(3)動物を間近で観察できる展示方法の改善    

 ・観覧路、通路の整備の検討    

(4)動物への理解とルールを定めたふれあい体験の実施     

 ・ふれあい体験の促進の検討    

 ・体験学習環境の整備の検討    

健全な飼育・

繁殖を進め、

地球の生物多

様性の保全に

貢献する動物

園 

(1)ブリーディングローンによる繁殖の促進    

 ・繁殖の促進    

(2)環境エンリッチメントに配慮した施設改

修・設備の充実化 

   

 ・獣舎の改修、新築等の検討    

 ・医療機器の充実    
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■公園施設長寿命化計画における維持補修計画（平成 24年度策定） 

施設名称 
対策内容（改築・更新含む）・時期 

H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34 H35 

ﾋﾟｸﾆｯｸ広場シェルター          塗装 

八角テントシェルター  

塗装 

部材 

交換 

        

ﾌﾗｲﾝｸﾞｹﾞｰｼﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ        
部材 

交換 
  

ﾌﾗｲﾝｸﾞｹﾞｰｼﾞ_ﾊﾞｰﾄﾞﾀﾜｰ  
部材 

交換 
        

温帯ﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_獣舎  
部材 

交換 

部材 

交換 

部材 

交換 

部材 

交換 
     

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ 2         
部材 

交換 
 

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ 4         
部材 

交換 
 

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ 5         
部材 

交換 
 

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ 7         
部材 

交換 
 

ﾓﾝｷｰﾌﾟﾛﾑﾅｰﾄﾞ_ﾊﾟﾄﾞｯｸ 8         
部材 

交換 
 

ﾌﾗﾐﾝｺﾞ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ         
部材 

交換 
 

ｵｵｶﾐ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ      
部材 

交換 
    

ﾄﾅｶｲ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ         
部材 

交換 
 

猛禽舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ      
部材 

交換 
    

ﾔｷﾞ・ﾋﾂｼﾞ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ     
部材 

交換 
     

ﾗﾏ・ﾗｸﾀﾞ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ         
部材 

交換 
 

ﾄﾘ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ         
部材 

交換 
 

ﾘｽｻﾞﾙ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ      
部材 

交換 
    

ﾎﾟﾆｰ舎_獣舎  
部材 

交換 
        

ﾎﾟﾆｰ舎_ﾊﾟﾄﾞｯｸ  
部材 

交換 
        

予備ケージ      
部材 

交換 
    

第一駐車場      
舗装 

更新 

舗装 

舗装 
   

第二駐車場     
舗装 

更新 
     

予備駐車場    
舗装 

更新 
      

管理用駐車場    
舗装 

更新 
      

外柵       
部材 

交換 
   

脱水機  更新         

駐車場管理システム 更新          

消火栓設備   更新        

照明設備（屋外灯）      
部材 

交換 

部材 

交換 
   

 


